
インターネットプロトコルバージョン 6
（IPv6）

この章では、インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）に関する情報を示します。IPv6
はインターネットプロトコル（IP）の最新バージョンです。パケットを使用してデータ、音声、
およびビデオトラフィックをデジタルネットワークを通じて交換します。IPv6では、ネットワー
クアドレスビット数が IPv4での 32ビットから 128ビットに増やされています。 Cisco Unified
CommunicationsManagerネットワークでの IPv6サポートにより、ネットワークはデュアルスタッ
ク環境で透過的に動作し、ネットワークに接続されるデバイスに対して追加の IPアドレス空間
および自動設定機能が提供されます。

この情報を参照する際は、『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified
CommunicationsManager』も参照してください。このマニュアルには、CiscoUnifiedCommunications
ネットワークに IPv6を配置するための設計ガイドラインが記載されています。

ご使用の IP Phoneまたは Cisco Unity Connectionの IPv6サポートについては、ご使用の電話機
モデルに適合した『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』か、Cisco Unity Connectionの
資料を参照してください。

（注）
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IPv6 の設定
インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）は、パケットを使用してデータ、音声、および
ビデオトラフィックをデジタルネットワークを通じて交換するインターネットプロトコル（IP）
の最新バージョンです。IPv6では、ネットワークアドレスビット数が IPv4での 32ビットから
128ビットに増やされています。 Cisco Unified Communications Managerネットワークでの IPv6サ
ポートにより、ネットワークはデュアルスタック環境で透過的に動作し、ネットワークに接続さ

れるデバイスに対して追加の IPアドレス空間および自動設定機能が提供されます。

この情報を参照する際は、『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified
CommunicationsManager』も参照してください。このマニュアルには、CiscoUnifiedCommunications
ネットワークに IPv6を配置するための設計ガイドラインが記載されています。

ネットワークで IPv6を設定するには、次の手順を実行します。

はじめる前に

IPv6を設定する前に、IPv6関連の文書をすべて確認します。

•『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with CiscoUnified CommunicationsManager』

•『Cisco IOS IPv6 Configuration Library』

•『Implementing VoIP for IPv6』

• IPv6に関するこの章

手順

ステップ 1 互換性のあるネットワークハードウェアおよび Cisco IOSソフトウェアが設置、インストール、
および設定されていることを確認します。たとえば、ゲートウェイおよび IPv6用のCisco IOSMTP
を設定します。

ステップ 2 ローカル IPv6対応 DNSおよび DHCPサーバをプロビジョニングします。
Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)にアップグレードす
る前に、IPv6用の DNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)を
アップグレードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager DNSレコードを
設定してください。Release 8.5(1)にアップグレードする前にCiscoUnifiedCommunications
Managerの DNSレコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、リブート後
システムが機能しなくなる原因となります。

注意

Cisco Unified Communications Managerサーバでは静的な非リンクローカル IPv6アドレ
スを使用することをお勧めします。 Cisco Unified Communications Managerサーバが
DHCPv6サーバから、またはステートレスなアドレス自動設定によって IPv6アドレス
を取得する場合、Cisco Unified CommunicationsManagerサーバが非リンクローカル IPv6
アドレスを DHCPv6サーバから 1つだけ取得するようにします。

ヒント

ステップ 3 Cisco Unified Communications Manager 8.0をインストールします（またはこのリリースにアップグ
レードします）。
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後続のノード（サブスクライバ）をクラスタにインストールする前に、IPv4サーバ情報を Cisco
Unified Communications Managerの管理ページの [サーバの設定(Server Configuration)]ウィンドウに
追加します。

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)にアップグレードす
る前に、IPv6用の DNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)を
アップグレードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager DNSレコードを
設定してください。Release 8.5(1)にアップグレードする前にCiscoUnifiedCommunications
Managerの DNSレコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、リブート後
システムが機能しなくなる原因となります。

注意

ステップ 4 IPv6を Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで有効にし、Cisco Unified
Communications Managerサーバが IPv6アドレスを取得するようにします。 Cisco Unified
CommunicationsManagerサーバでは静的な非リンクローカル IPv6アドレスを使用することをお勧
めします。

クラスタ内の各サーバに対して、これらの作業を実行します。これらの作業の実行に

は、サーバのリブートが必要です。

ヒント

ステップ 5 CiscoUnified CommunicationsManagerの管理ページの [エンタープライズパラメータ設定(Enterprise
Parameters Configuration)]ウィンドウで、Enable IPv6エンタープライズパラメータに対して [True]
を選択します。

このエンタープライズパラメータを更新した後、Cisco Unifiedサービスアビリティで
Cisco CallManager、CTIManager、およびCertificate Authority Proxy Functionサービスを再
起動します。

ヒント

ステップ 6 Cisco Unified Communications Managerの管理ページで設定しているサーバに対して、[システム
(System)] > [サーバ(Server)]を選択し、非リンクローカル IPv6アドレスまたは IPv6アドレスに解
決できるホスト名を [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドに入力します。

クラスタ内の各サーバに対して、この作業を実行しま

す。

ヒント

適切なCiscoUnifiedCommunicationsManager名およびアドレス情報を使用してDNSサー
バを更新します。

ヒント

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)にアップグレードす
る前に、IPv6用のDNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)への
アップグレードが終了するまでは、IPv6用のCiscoUnifiedCommunicationsManagerのDNS
レコードを設定しないでください。Release 8.5(1)にアップグレードする前にCiscoUnified
Communications Managerの DNSレコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗
し、リブート後システムが機能しなくなる原因となります。

注意

ステップ 7 Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで、電話機関連および Session Initiation Protocol
（SIP）トランク関連の IPv6設定項目を設定します。
たとえば、[共通の電話プロファイルの設定(Common Phone Profile Configuration)]ウィンドウで [IP
アドレッシングモード(IPAddressingMode)]および [電話の自動設定を許可(AllowAuto-Configuration
for Phones)]設定項目を設定します。次に、共通のデバイスプロファイルの設定を電話機および
SIPトランクに適用します。

ステップ 8 Cisco Unifiedサービスアビリティで、Cisco CallManager、CTIManager、および Cisco Certificate
Authority Proxyサービスを再起動します。
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関連トピック

メディアターミネーションポイント, （13ページ）
インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）, （1ページ）
Cisco Unified CM, （4ページ）
[イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)]ウィンドウでの IPv6 CLIコマンドの実行および IPv6の設定,
（24ページ）
IPv6のサービスパラメータとエンタープライズパラメータの設定, （28ページ）
Unified CMの管理ページの IPv6および IPv4設定項目へのアクセス, （30ページ）

Cisco Unified CM の IPv6 機能
この項では、Cisco Unified CMの IPv6に関する情報を示します。

CTI アプリケーション
CTIは IP情報を JTAPIおよび TAPIインターフェイスで提供します。これらのインターフェイス
は IPv4および IPv6アドレスをサポートできます。 IPv6をサポートするには、IPv6をサポートす
る JTAPI/TAPIクライアントインターフェイスバージョンをアプリケーションで使用する必要が
あります。CTIアプリケーションおよびCTIポートおよびルートポイントについては、次の情報
を考慮します。

• CTIアプリケーションは、IPv4または IPv6アドレスを使用して CTIManagerに接続します。
Cisco Unified CommunicationsManagerの管理ページで Enable IPv6エンタープライズパラメー
タを [True]に設定した場合、CTI Managerは IPv6アドレスを使用するアプリケーションから
の CTI接続をサポートできます。

• CTIアプリケーションは、IPv6またはIPv4アドレスを使用する CTIポートおよびルートポ
イントを登録できます。 CTIポートおよびルートポイントのメディアイベントを処理する
CTIアプリケーションは、デバイスの設定に応じて、デバイスを IPv4または IPv6アドレス
に登録できます。

• CTIアプリケーションは、IPv6機能を持つ CTIサポート対象デバイスを監視および制御でき
ます。

•コールが IPv6を使用する場合、CallingPartyAddressおよびメディア IPアドレスを含む IPv6
情報が CTIアプリケーションに渡されます。

Cisco Unified CM
この項では、Cisco Unified Communications Managerによる IPv4、IPv6、または IPv4と IPv6を使用
するデバイスのサポート方法について説明します。また、デュアルスタックモードでの Cisco
Unified Communications Managerの実行方法、Cisco Unified Communications Managerによる IPv4お
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よび IPv6デバイスのコールの処理方法、および Cisco Unified Communications Managerによる IPv4
および IPv6コールの帯域幅の予約および割り当て方法について説明します。

このマニュアルでは、デュアルスタック（またはデュアルスタックモード）という用語を使

用します。これは、デバイスまたはサーバが IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を使用する
ことを想定します。

ヒント

Cisco Unified Communications Managerサーバ

Cisco Unified Communications Managerは、IPv6だけを使用するデバイスと通信してサポートでき
ますが、Cisco Unified Communications Managerサーバを IPv6専用として設定することはできませ
ん。Cisco Unified CommunicationsManagerは、IPv4だけ（または IPv4と IPv6の両方）をサポート
するデバイスおよび機能と通信してサポートする必要があるためです。CiscoUnifiedCommunications
Managerが IPv6を使用するデバイス（IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を提供できるデュア
ルスタックデバイスを含む）をサポートするには、デュアルスタックモードで実行されるように

Cisco Unified Communications Managerを設定する必要があります。つまり、Cisco Unified
Communications Managerサーバに IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方が設定され、IPv4だけ、
IPv6だけ、または IPv4と IPv6の両方を使用するデバイスと通信してサポートできるようにする
必要があります。

クラスタ内 Cisco Unified Communications Managerノード間通信は IPv4を使用します。ヒント

Cisco Unified Communications Managerサーバをデュアルスタックモードで実行する前に、次の作
業を実行する必要があります。

コール処理

デュアルスタックモードで実行されることにより、Cisco Unified Communications Managerは次の
状況でコールを設定できます。

•すべてのデバイスが IPv4だけをサポートする場合。

•すべてのデバイスが IPv6だけをサポートする場合。

•すべてのデバイスがデュアルスタックモードで実行される場合。この場合、Cisco Unified
Communications Managerは、シグナリングイベントに対して [シグナリング用のIPアドレッ
シングモード設定(IP Addressing Mode Preference for Signaling)]設定項目の設定を使用し、メ
ディアイベントに対して IP Addressing Mode Preference for Mediaエンタープライズパラメー
タを使用します。

• 1つのデバイスが IPv4をサポートし、別のデバイスが IPv6をサポートする場合。この場合、
Cisco Unified Communications Managerは IPv4を IPv6に変換できるMTPをコールに挿入しよ
うとします。
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デバイスが複数の IPv6アドレスをサポートできる場合でも、Cisco Unified Communications
Managerが処理する IPv6アドレスは 1つだけです。また、デバイスが IPv4および IPv6アド
レスをサポートする場合、Cisco Unified Communications Managerは両方のアドレスを同時に処
理できます。

ヒント

コールアドミッション制御（CAC）

IPv6を使用すると IPv4よりも 20バイト大きいデータがヘッダーに必要であるため、IPv6コール
では同じコーデックおよびメディアペイロードタイプを使用する同様の IPv4コールよりも多く
の帯域幅が必要になります。たとえば、IPv4を使用する G.711コールは 80 kb/sの帯域幅を使用
します。一方、IPv6を使用する G.711コールは 88 kb/sの帯域幅を使用します。

IPv6を使用するコールのロケーションベースの帯域幅を予約および調整するために、CiscoUnified
Communications Managerは Cisco Unified Communications Managerでサポートされるすべてのコー
デックの IPv6コールに必要な帯域幅を計算できます。コールの設定中に帯域予約のためにデバイ
スがCisco Unified CommunicationsManagerに接続した後、Cisco Unified CommunicationsManagerは
IPバージョンを識別します。コールが IPv6を使用する場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は IPv6用の帯域幅を予約し、コールが IPv4を使用する場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は IPv4用の帯域幅を予約します。コールに使用される IPバージョンをCiscoUnifiedCommunications
Managerが識別できない場合、たとえば、コールが SIPトランクで終端する場合やデバイスが両
方の IPバージョンをサポートする場合は、Cisco Unified Communications Managerは最初に IPv6を
サポートする帯域幅を予約し、メディアネゴシエーションの後で帯域幅を調整します。

Cisco Unified Communications Managerは一度に 1つのコールレッグの帯域幅を予約します。そ
のため、MTPがコールに挿入され、ロケーションベースのCACが必要な場合、MTPがデバイ
スの 1つと同じ場所に配置されるようにします。その結果、ロケーションベースの CACは、
MTPの反対側に基づいてWANを介して帯域幅を予約します。たとえば、IPv4から IPv6デバ
イスへコールが発生した場合、IPv4側でMTPの挿入が発生し、Cisco Unified Communications
Managerは IPv6に基づいてWANを介して帯域幅を予約します。一方、IPv6を使用するデバ
イスでMTPが挿入された場合、Cisco Unified CommunicationsManagerは IPv4に基づいてWAN
を介して帯域幅を予約します。

ヒント

必要な場合は、Call Counting CAC Enabled、Audio Bandwidth for Call Counting CAC、および Video
Bandwidth Unit for Call Counting CACサービスパラメータを Cisco Unified Communications Manager
の管理ページで設定できます。コール中に Cisco Unified Communications Managerで帯域幅を予約
および調整するのではなく、コールは固定値の帯域幅を使用します。これらのサービスパラメー

タを設定すると、Cisco Unified Communications Managerによってコールの帯域幅がオーバーサブ
スクライブまたはアンダーサブスクライブされる可能性があることに注意してください。
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手順

ステップ 1 Cisco Unified Communications Managerサーバで、Cisco Unified Communicationsオペレーティング
システムの IPv6を有効にします。

ステップ 2 Cisco Unified Communications Managerサーバがその IPv6アドレスを取得する方法を決定し、Cisco
Unified Communications Managerサーバがその IPv6アドレスを取得するようにします。
Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムでは、DHCPv6サーバから非リンクロー
カルアドレスを要求するか、Cisco Unified Communications Managerサーバ用の静的な非リンク
ローカル IPv6アドレスを設定するか、またはステートレスなアドレス自動設定によって非リンク
ローカル IPv6アドレスを取得できます（サーバ用の静的な非リンクローカル IPv6アドレスをお
勧めします）。

Cisco Unified Communications Managerサーバが非リンクローカル IPv6アドレスを 1つだけ取得す
るようにします。サーバが複数の IPv6アドレスを取得した場合、Cisco Unified Communications
Managerは予想どおりに動作しない場合があります。

Cisco Unified Communications Managerサーバがステートレスなアドレス自動設定によって IPv6ア
ドレスを取得し、さらにサーバに対して設定された静的な IPv6アドレスもある場合、CiscoUnified
Communications Managerはステートレスなアドレス自動設定によって取得された IPv6アドレスを
無視し、静的なアドレスを使用します。

ステップ 3 CiscoUnifiedCommunicationsManagerに対して、Enable IPv6エンタープライズパラメータを [True]
に設定します。これにより、Cisco Unified Communications Managerはデュアルスタックモードで
実行されます。

Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで IPv6を有効にし、Enable IPv6
エンタープライズパラメータを [True]に設定する必要があります。これらの作業の両方
を実行しない場合、CiscoCallManagerサービスは IPv4で実行され、[IPアドレッシングモー
ド(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]に設定された電話機は Cisco Unified
Communications Managerに登録できません。

注意

これらの作業をサーバで実行した後、サーバを再起動して変更を有効にする必要がありま

す。

注意

ステップ 4 Cisco Unified Communications Managerの管理ページの [サーバの設定(Server Configuration)]ウィン
ドウで、[ホスト名/IPアドレス(Host Name/IP Address)]および [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドを設
定します。これにより、Cisco Unified Communications Managerはデュアルスタックモードで実行
されます。CiscoUnifiedCommunicationsManagerでは、[ホスト名/IPアドレス(HostName/IPAddress)]
フィールドは必須と見なされます。つまり、ネットワーク内のデバイスが IPv6だけをサポートす
る場合でも、このフィールドを設定する必要があります。ネットワーク内のデバイスが IPv6だ
け、または IPv4と IPv6をサポートする場合、[ホスト名/IPアドレス(Host Name/IPAddress)]フィー
ルドに加えて [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドを設定する必要があります。Cisco Unified
Communications Managerの非リンクローカル IPv6アドレスを [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドに
入力する必要があります。

電話機は、TFTP設定ファイルに含まれているこれらのフィールドを使用して Cisco Unified
Communications Managerサーバの IPアドレスを取得し、その結果、電話機の登録が行われます。
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関連トピック

Cisco Unified CM, （4ページ）
Cisco Unified IP Phone, （8ページ）
メディアターミネーションポイント, （13ページ）
SIPトランク, （14ページ）
インタラクションおよび制限事項, （18ページ）
IPv6のサービスパラメータとエンタープライズパラメータの設定, （28ページ）

Cisco Unified IP Phone
この項では、電話機と Cisco Unified Communications Manager間の IPv4および IPv6コールの使用
例について説明します。電話機が IPアドレスやその他のネットワーク設定項目を取得する方法に
ついては説明しません。

電話機での IPv6の使用の詳細については、ご使用の電話機モデルおよびこのリリースのCisco
Unified Communications Managerをサポートする『Cisco Unified IP Phone Administration Guide』
を参照してください。電話機の管理ガイドには、電話機に表示される IPv6設定項目の説明が
記載されています。

ヒント

次の使用例を参照してください。これらの使用例では、Cisco Unified Communications Managerが
適切なポートで受信でき、IPアドレスバージョンを変換するためにMTPが使用可能であり、デ
バイスが適切なアドレスバージョンを持っていることを前提としています。

電話機は、起動時に常にデュアルスタックモードで起動します。つまり、IPv4と IPv6の両方
をサポートできます。電話機が TFTPサーバの設定ファイルを処理した後、[共通デバイス設
定(CommonDeviceConfiguration)]ウィンドウから [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]
が電話機に設定されます。 [IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]に基づいて、電話機
は DHCPまたは DHCPv6を無効にでき、その [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]
をサポートしないアドレスを解放できます。たとえば、[IPアドレッシングモード(IPAddressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の場合、電話機は IPv4アドレスを解放します。

ヒント

電話機に複数の一意のローカルアドレスまたは複数のグローバルアドレスがある場合、電話

機に割り当てられる最初のアドレスによって、シグナリングイベントおよびメディアイベン

トについてCiscoUnifiedCommunicationsManagerに送信されるアドレスが指定されます。デュ
アルスタックモードで実行されている電話機が特定のアドレスタイプを失うと、電話機は

Cisco Unified CommunicationsManagerから登録解除され、残りのアドレスタイプを使用して登
録します。

ヒント
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メディアネゴシエーションでは、Cisco Unified CommunicationsManagerはコールに使用する IP
アドレスを動的に決定します。つまり、Cisco Unified Communications Managerは、デバイスが
[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]を共有するかどうかを識別します。たとえば、
1つのデバイスの [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]
であり、他のデバイスの [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]が [IPv4のみ(IPv4Only)]
の場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはメディアネゴシエーションに IPv4を使用し、
IPアドレスバージョンを変換するためのMTPを必要としません。コールのデバイスが 1つの
IPアドレスバージョンだけをサポートし、バージョンに互換性がない場合、Cisco Unified
Communications Managerはデバイスの IPアドレスバージョンを使用し、IPv4を IPv6に変換で
きるMTPをコールに挿入しようとします。コールのすべてのデバイスが両方の IPアドレス
バージョンをサポートする場合、Cisco Unified Communications Managerは IP Addressing Mode
Preference for Mediaエンタープライズパラメータの設定をメディアネゴシエーションに使用
します。

ヒント

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)] が [IPv4のみ(IPv4 Only)]

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4のみ(IPv4 Only)]の場合、電話機
は IPv4アドレスを使用して Cisco Unified CommunicationsManagerに接続します。シグナリングお
よびメディアネゴシエーションは、IPv4アドレスを使用して行われます。電話機で IPv4アドレ
スを使用できない場合、ユーザはコールできません。

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)] が [IPv6のみ(IPv6 Only)]

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]で、Enable IPv6
エンタープライズパラメータを [True]に設定した場合、電話機はグローバルスコープまたは一意
のローカルスコープ IPv6アドレスを使用して Cisco Unified Communications Managerに接続しま
す。シグナリングおよびメディアネゴシエーションは、この IPv6アドレスを使用して行われま
す。電話機で IPv6アドレスを使用できない場合、ユーザはコールできません。同様に、電話機
に対して IPv6アドレスが設定されていない場合、電話機は Cisco Unified Communications Manager
に登録できません。

[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機では、Cisco
Unified Communications Managerによってすべての機能はサポートされません。サポートされ
ない機能のリストについては、インタラクションおよび制限事項, （18ページ）を参照して
ください。

ヒント

SIPを実行する電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]として [IPv6のみ(IPv6
Only)]を設定した場合、Cisco TFTPサービスによって [IPアドレッシングモード(IP Addressing
Mode)]設定は上書きされ、設定ファイルで [IPv4のみ(IPv4 Only)]が使用されます。

ヒント
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電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)] が [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]

電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]で、Enable
IPv6エンタープライズパラメータを [True]に設定した場合、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は、コールを接続する前に、電話機の IPアドレスサポートおよび [シグナリング用のIPアドレッ
シングモード設定(IP Addressing Mode Preference for Signaling)]設定項目の設定を考慮します。

電話機で使用できる IPアドレスバージョンが1つだけの場合、電話機はシグナリングネゴシエー
ション用に Cisco Unified Communications Managerに接続するために使用できるアドレスを使用し
ます。電話機で両方の IPアドレスタイプを使用できる場合、電話機はシグナリングネゴシエー
ションに対して [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定(IP Addressing Mode Preference for
Signaling)]設定項目の設定を使用します。

Cisco Unified CommunicationsManagerの管理で電話機を設定すると、その電話機の IPアドレス
が [電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウに表示されるようになります。 IPv4
アドレスだけ、または IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方が設定されている電話機の場合、
ウィンドウには IPv4アドレスが表示されます。 IPv6アドレスだけが設定されている電話機の
場合、[電話の検索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウの [IPアドレス(IP Address)]列に
は IPアドレスが 0.0.0.0と表示されます。電話機の IPv6アドレスを確認するには、[電話の検
索/一覧表示(Find and List Phones)]ウィンドウの [デバイス名(Device Name)]リンクをクリック
します。これにより、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウが表示されます。 [IPv6の
み(IPv6 Only)]デバイスの場合、[電話の設定(Phone Configuration)]ウィンドウでは IPv6アドレ
スの上方に [IPアドレス(IP Address)]の値として IPv4アドレスが 0.0.0.0と表示されます。

ヒント

特定の電話機の [電話の設定(PhoneConfiguration)]ウィンドウでは、その電話機が使用する IPv4
アドレスおよび IPv6アドレスが表示されます（該当する場合）。 IPv4アドレスおよび IPv6ア
ドレスの両方が設定されているデュアルスタックモードの電話機では、[電話の設定(Phone
Configuration)]ウィンドウで、電話機のWebサーバの IPv4 URLをポイントする IPv4アドレス
または IPv6アドレスをクリックできます。 IPv6アドレスだけを使用する電話では、電話機の
Webサーバが IPv4だけをサポートするので、IPv6アドレスをクリックできません。

ヒント

DHCPv6
DHCPv6は、IPv6をサポートする DHCPのバージョンです。DHCPv6では、電話機をネットワー
クに接続した後で、IPv6アドレスおよびその他のネットワーク設定項目を電話機に割り当てるこ
とができます。また、DHCPv6では、IPv6アドレスを Cisco Unified Communications Managerサー
バに割り当てることができます。これは、静的な IPアドレスをサーバに割り当てない場合です
（サーバには静的な IPアドレスを割り当てることをお勧めします）。

Cisco Unified Communications Manager 7.1は DHCPv6サーバ機能を提供しないため、DHCPv6を使
用して IPv6ネットワーク設定項目を電話機またはサーバに割り当てる場合は、ネットワーク内に
DHCPv6サーバを設定する必要があります。電話機がその IPアドレスをステートレスなアドレス
自動設定ではなく DHCPv6で受信できるようにする場合は、[電話の自動設定を許可(Allow
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Auto-Configuration for Phones)]設定項目を [オフ(Off)]に設定します。この設定については、Unified
CMの管理ページの IPv6および IPv4設定項目へのアクセス, （30ページ）を参照してください。

Cisco Network Registrar（CNR）6.2は DNSおよび DHCPサポートを IPv4と IPv6に提供するた
め、DNSおよび DHCPサポート用に Cisco Network Registrarを使用することを検討してくださ
い。この製品の詳細については、『Cisco Network Registrar User's Guide, 6.2』を参照してくだ
さい。

（注）

必要な場合は、Cisco IOSルータまたはスイッチを DHCPv6サーバとして設定できます。たと
えば、12.2(46)SE（以降）を実行するCiscoCatalyst 3560シリーズスイッチまたはCiscoCatalyst
3750シリーズスイッチをDHCPv6サーバとして設定できます。このルータまたはスイッチを
設定する前に、ルータまたはスイッチが IPv6および DHCPv6サポートに必要なシスコのベン
ダー固有 DHCPv6情報オプションをサポートするかどうかを確認します。

（注）

最上位のスコープルールの場合、一意のローカルアドレスだけを電話機に割り当てるように

DHCPv6サーバを設定することを考慮します。グローバルユニキャストアドレスを使用する
必要がある場合、『Cisco Unified CommunicationsManagerセキュリティガイド』で説明されて
いるように、トランスポート層セキュリティ（TLS）接続および SRTPを設定します。

（注）

DHCPの詳細については、『Cisco Unified Communications Managerシステムガイド』および
『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified CommunicationsManager』
を参照してください。

ヒント

DNS
IPv6では、DNSv6によって AAAAレコードが処理されます。このレコードは、IPv6アドレスを
マッピングできます。 IPv4では、DNSによって Aレコードが処理されます。このレコードは、
IPv4アドレスをマッピングできます。 IPv4および IPv6では、次のフィールドは DNSに依存しま
す。これは、フィールドのホスト名を設定する場合です。

• [ホスト名/IPアドレス(Host Name/IP Address)]（[サーバの設定(Server Configuration)]ウィンド
ウ）：IPv4アドレスまたはホスト名を入力できます。

• [IPv6名(IPv6 Name)]（[サーバの設定(Server Configuration)]ウィンドウ）：IPv6アドレスまた
はホスト名を入力できます。

• [接続先アドレス(Destination Address)]（SIPの [トランクの設定(Trunk Configuration)]ウィンド
ウ）：有効なV4ドット付き IPアドレス、完全修飾ドメイン名（FQDN）、または [接続先ア
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ドレスはSRV(Destination Address is an SRV)]フィールドがオンの場合は DNS SRVレコードを
入力できます。

• [接続先アドレスIPv6(Destination Address IPv6)]（SIPの [トランクの設定(Trunk Configuration)]
ウィンドウ）：このフィールドで許可される値は、有効な IPv6アドレス（グローバルユニ
キャストアドレス、一意のローカルアドレス、またはホスト名）、完全修飾ドメイン名

（FQDN）、または [接続先アドレスはSRV(Destination Address is an SRV)]フィールドがオン
の場合は DNS SRVレコードです。

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)にアップグレードする前
に、IPv6用の DNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)をアップグ
レードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager DNSレコードを設定してくだ
さい。 Release 8.5(1)にアップグレードする前に Cisco Unified Communications Managerの DNS
レコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、リブート後システムが機能しな
くなる原因となります。

注意

AAAAレコードまたはAレコードが正しくマッピングされていないと、コールは失敗します。注意

Cisco Network Registrar（CNR）6.2は DNSおよび DHCPサポートを IPv4と IPv6に提供するた
め、DNSおよび DHCPサポート用に CNRを使用することを考慮してください。この製品の
詳細については、『Cisco Network Registrar User's Guide, 6.2』を参照してください。

（注）

ゲートウェイ

Media Gateway Control Protocol（MGCP）および H.323ゲートウェイは、IPv6をサポートしていま
せん。これらのゲートウェイに接続している IPv6デバイスと通信するために、Cisco Unified
Communications Managerはコール中に IPv4を IPv6に変換できるMTPを挿入します。

Cisco ATA 186および 188 Analog Telephone Adaptorは、IPv6をサポートしていません。

アナログ電話ゲートウェイは、IPv4だけ、IPv6だけ、または IPv4と IPv6（デュアルスタックモー
ド）で動作できます。

Cisco IOS SIPゲートウェイは、IPv6だけ、IPv4だけ、または IPv4と IPv6をデュアルスタック
モードで同時にサポートできます。 Cisco Unified Communications Managerがこれらのゲートウェ
イと通信するには、事前に Cisco Unified Communications Managerの管理ページの SIPの [トランク
の設定(Trunk Configuration)]ウィンドウで設定する必要があります。ゲートウェイに関する Cisco
UnifiedCommunicationsManagerの考慮事項については、SIPトランク, （14ページ）およびメディ
アターミネーションポイント, （13ページ）を参照してください。 Cisco Unified Communications
Managerの管理ページでのゲートウェイの設定に加えて、『Implementing VoIP for IPv6』で説明さ
れているように、ゲートウェイを設定する必要があります。

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
12

インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）
ゲートウェイ



メディアターミネーションポイント

この項では、Cisco Unified Communications Managerによる IPv4から IPv6への変換を必要とす
るコールへのMTPの挿入方法について説明します。MTPが IP変換をサポートできるように
Cisco IOS MTPを設定する方法については、『Implementing VoIP for IPv6』を参照してくださ
い。

（注）

Cisco IOS MTPは複数の IPv6アドレスをサポートできますが、MTPはシグナリングイベント
およびメディアイベントについて、グローバルアドレスまたは一意のローカルアドレスを

Cisco Unified Communications Managerに送信します。

（注）

Cisco IOS MTPは、IPv4ネットワークと IPv6ネットワーク間のメディア相互運用をサポートしま
す。 IPv4から IPv6へのメディア変換用の Cisco IOS MTPは、デュアルスタックモードだけで動
作します。CiscoUnifiedCommunicationsManagerの管理ページで、MTP（[メディアリソース(Media
Resources)] > [メディアターミネーションポイント(Media Termination Point)]）およびトランスコー
ダ（[メディアリソース(Media Resources)] > [トランスコーダ(Transcoder)]）の [Cisco IOS Enhanced
Media Termination Point]オプションだけが、変換機能をサポートします。つまり、Cisco IP Voice
Media Streaming ApplicationのソフトウェアMTPコンポーネントは、IPv4から IPv6への変換をサ
ポートしません。

Cisco Unified Communications ManagerがMTPを割り当てる場合、MTPが同時に複数の機能に
使用される場合があります。MTPは複数の機能に使用できるため、CiscoUnifiedCommunications
ManagerはMTP割り当てに優先順位を付け、IPv6および IPv4がサポートされてから、MTPに
依存する他の機能がサポートされるようにします。

ヒント

次の状況で、Cisco Unified Communications Managerは IPv4を IPv6（またはその逆）へ変換できる
MTPを挿入します。

•コールのデバイスが同じ IPアドレスバージョンをサポートしていない。

• SIPトランクについて、[メディアターミネーションポイントが必須(Media Termination Point
Required)]チェックボックスをオンにするか、または [信頼されたリレーポイントを使用(Use
Trusted Relay Point)]を [オン(On)]として設定し、CiscoUnified CommunicationsManagerが IPv6
アドレスを使用するデバイスと通信している。 SIPトランクについて [メディアターミネー
ションポイントが必須(Media Termination Point Required)]チェックボックスをオンにするか、
IPv4から IPv6への変換以外の理由でMTPをコールに挿入する必要がある場合、次の考慮事
項があります。

◦コールの両方の側がMTPを使用しないで IPv4をネゴシエートできる場合、CiscoUnified
Communications ManagerはMTPをコールに挿入しません。
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◦ SIPトランクについて [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6
Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]の場合、Cisco Unified Communications Manager
は IPv4を IPv6（またはその逆）へ変換できるMTPをコールに割り当てます。 IPアド
レスバージョンを変換できるMTPをコールに対して使用できない場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerはデュアルスタックモードで設定されている SIPトランクに対
して IPv4をサポートするMTPを割り当てます。[IPv6のみ(IPv6 Only)]として設定され
ている SIPトランクの場合、Cisco Unified Communications Managerは Session Description
Protocol（SDP）セッション記述のない INVITEメッセージを送信します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerがMTPと通信するとき、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は IPv4または IPv6アドレスを要求します。 Cisco Unified Communications Managerが IPv4アドレ
スを要求する場合、MTPは IPv4をサポートする RTPポートを開きます。 Cisco Unified
Communications Managerが IPv6をサポートする場合、MTPは IPv6をサポートする RTPポートを
開きます。

IPv4を IPv6に変換できるMTPの要求が失敗した場合、コールに対して IPv6が要求されるために
コールが失敗する場合があります。 IPアドレスバージョンを変換できるMTPがコールに挿入さ
れると、IPv6デバイスとMTPの間に挿入される中間メディアデバイスは IPv6要求を処理する必
要があります。 Cisco Unified Communications Managerで 2つのMTPを使用でき、各MTPが実行
できる機能が 1つだけの場合、Cisco Unified Communications Managerは両方のMTPをコールに挿
入しようとします。最初のMTPは IPv4から IPv6への変換用、2番目のMTPはMTPを必要とす
る他の機能のサポート用です。コールにトランスコーダおよび IPv6対応MTPが必要であり、使
用可能なトランスコーダが IPv6をサポートしない場合、Cisco Unified Communications Managerは
IPv6対応MTPを IPv6をサポートするコールのレッグで、トランスコーダを IPv4をサポートする
コールのレッグで挿入しようとします。この状況では、MTPとトランスコーダ間で IPアドレス機
能が一致しない場合、コールは失敗します。

SIPトランク（およびMTP）が使用される具体的なコールシナリオについては、『Deploying
IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified Communications Manager』を参照して
ください。

（注）

SIP トランク
適切に設定すると、SIPトランクは IPv4のみ、IPv6のみ、またはデュアルスタックモード（IPv4
と IPv6）をサポートするデバイスと通信できます。 Cisco Unified Communications Managerや他の
コンポーネントと同様に、SIPトランクは Enable IPv6エンタープライズパラメータの設定を使用
して、IPv6を使用するデバイスをサポートするかどうかを決定します。

SIP トランクの IPv4 または IPv6 シグナリング

次の要因によって、SIPトランクのシグナリングイベントに対して IPv4を使用するか IPv6を使
用するかが決まります。

•コールの方向
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• SIPトランクの [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]（[共通デバイス設定(Common
Device Configuration)]ウィンドウで設定してトランクに適用）

• SIPトランクの [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定(IP AddressingMode Preference
for Signaling)]設定（[共通デバイス設定(Common Device Configuration)]ウィンドウ（または
[エンタープライズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィンドウ）で設定し
てトランクに適用）

• SIPトランクの設定済み接続先アドレス

1つの接続先アドレス、つまり IPv4をサポートする [接続先アドレス(Destination Address)]ま
たは IPv6をサポートする [接続先アドレスIPv6(Destination Address IPv6)]だけを設定する場
合、SIPトランクに対して設定する [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が接続先
アドレスに対して設定した IPアドレスタイプと一致するようにしてください。設定が一致
しない場合、トランクを介したコールは確立されません。

[接続先アドレス(Destination Address)]と [接続先アドレスIPv6(Destination Address IPv6)]の両
方を設定する場合は、トランクがデュアルスタックモードになるように、[IPアドレッシング
モード(IP Addressing Mode)]を [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]として設定してください。デュア
ルスタックトランクの場合、SIPトランクに適用した [シグナリング用のIPアドレッシング
モード設定(IP Addressing Mode Preference for Signaling)]設定によって、SIPトランクを介した
発信コールのシグナリングイベントに対して IPv4が使用されるか IPv6が使用されるかが決
まります。

SIP トランクの IPv4 または IPv6 メディア

次の要因によって、SIPトランクのメディアイベントに対して IPv4を使用するか IPv6を使用す
るかが決まります。

•コールの方向

•コールが早期オファーコールか遅延オファーコールか

• SDPオファー内の IPアドレス設定

• SIPトランクの [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]（[共通デバイス設定(Common
Device Configuration)]ウィンドウで設定してトランクに適用）

• IP Addressing Mode Preference for Mediaエンタープライズパラメータの設定（[エンタープラ
イズパラメータ設定(Enterprise Parameters Configuration)]ウィンドウで設定）

デュアルスタックデバイスのメディアネゴシエーションでは、Cisco Unified Communications
Managerはコールに対して使用する IPアドレスを動的に決定します。つまり、コールのデバ
イスでサポートされる IPバージョンが 1つだけの場合、その IPバージョンが使用され、IP
バージョンを変換できるMTPがコールに挿入されます。コールのすべてのデバイスが両方
の IPバージョンをサポートする場合、IP Addressing Mode Preference for Mediaエンタープラ
イズパラメータの設定が使用されます。

• [ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスの設定（および、INVITEで ANATが必要
またはサポートされているか）

•電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]
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SIPトランク（およびMTP）が使用される具体的なコールシナリオについては、『Deploying
IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco Unified Communications Manager』を参照して
ください。

（注）

TFTP サーバ
TFTPサーバは、IPv4を使用してCisco Unified CommunicationsManagerのほとんどのコンポーネン
ト（データベースなど）と通信します。ただし、適切に設定すると、TFTPサーバは IPv4、IPv6、
または両方のタイプのアドレスを使用するデバイスと通信できます。

デュアルスタックモードで実行すると、TFTPサーバは IPv4ネットワークと IPv6ネットワークの
両方からのファイル要求に応答できます。 IPv4ネットワークからの要求の場合、TFTPサーバは
IPv4スタックを使用して応答します。IPv6ネットワークからの要求の場合、TFTPサーバは IPv6
スタックを使用して応答します。これは、Enable IPv6エンタープライズパラメータを [True]に設
定した場合です。

IPv6サポートは、デバイスからの TFTP要求およびローカル TFTPサーバが代替ファイルサーバ
として設定されているクラスタ外 TFTPサーバからの HTTP要求に適用されます。

IPv6ネットワークで、DHCPv6サーバは、シスコのベンダー固有 DHCPv6情報オプションを
DHCPv6応答メッセージで使用して、TFTP IPv6アドレスをデバイスに渡します。 TFTPサー
バが IPv4を使用して要求を処理しているときに、デバイスが IPv6アドレスを取得して要求を
TFTPサーバに送信した場合、TFTPサーバは IPv6スタックで要求を受信していないため、そ
の要求を受信しません。この場合、デバイスは Cisco Unified Communications Managerに登録
できません。

ヒント

シスコのベンダー固有DHCPv6情報オプションの詳細については、『CiscoUnifiedCommunications
Managerシステムガイド』および『Deploying IPv6 in Unified Communications Networks with Cisco
Unified Communications Manager』を参照してください。

ヒント

TFTPサーバは、Enable IPv6エンタープライズパラメータの設定を使用して電話機との通信方法
を決定します。 Enable IPv6エンタープライズパラメータを [False]に設定した場合、TFTPサーバ
は IPv4を使用して電話機と通信します。パラメータを [True]に設定した場合、TFTPサーバは電
話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]に応じて IPv4または IPv6を使用します。
Enable IPv6エンタープライズパラメータの設定が変更されると、TFTPサーバは新しい設定に関
する変更通知を受け取り、その IPv6機能を有効または無効にします。Cisco TFTPサービスを再起
動する必要はありません。

TFTPサーバが電話機に提供する設定ファイルには、次の設定項目の設定が含まれています。

• [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]、[シグナリング用のIPアドレッシングモード
設定(IP Addressing Mode Preference for Signaling)]、および [電話の自動設定を許可(Allow
Auto-Configuration for Phones)]
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• Cisco Unified Communications Managerサーバの [ホスト名/IPアドレス(Host Name/IP Address)]
（IPv4設定）

• Cisco Unified Communications Managerサーバの [IPv6名(IPv6 Name)]（Enable IPv6エンタープ
ライズパラメータを [True]に設定する場合だけ）

• CAPFサーバの IPv6アドレス（Enable IPv6エンタープライズパラメータを [True]に設定し、
Cisco Certificate Authority Proxy Functionサービスを有効にする場合だけ）

SIPを実行する電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]として [IPv6のみ(IPv6
Only)]を設定する場合、Cisco Unified Communications Managerの Cisco TFTPサービスによって
[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]設定は上書きされ、設定ファイルで [IPv4のみ
(IPv4 Only)]が使用されます。

ヒント

IPv6アドレスを使用する電話機にTFTPサーバが設定ファイルを提供するには、事前にEnable IPv6
エンタープライズパラメータを [True]に設定する必要があります。このパラメータを [False]に
設定した場合、デバイスの [IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]を [IPv6のみ(IPv6 Only)]
に設定した場合でも、TFTPサーバは設定ファイルの IPv4アドレスを使用します。

TFTPサーバは IPv4および IPv6アドレスを Cisco Unified Communicationsオペレーティングシス
テムから取得し、それらのアドレスで電話機からのファイル要求を受信します。

[サービスパラメータ設定(Service Parameter Configuration)]ウィンドウで、代替シスコファイル
サーバ（別のクラスタにあるTFTPサーバ）を設定することもできます。これらのパラメータは、
IPv4または IPv6アドレス、または IPアドレスに解決されるホスト名をサポートし、プライマリ
ファイルサーバと代替ファイルサーバ間で通信するために TFTPが使用する IPスタックを決定
します。代替ファイルサーバでデュアルスタックモードがサポートされ、これらのパラメータ

フィールドで同じサーバに対して IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を設定する場合は、両方
の IPアドレスをフィールドごとに 1つずつ追加する必要があります。TFTPサーバでは、設定し
た順序で各アドレスが試行されます。

IPv6 のシステム要件
Cisco Unified Communications Managerには、次の IPv6のシステム要件があります。

•クラスタ内の各サーバの Cisco Unified Communications Manager 7.1以降。

• SCCPを実行する次のCiscoUnified IP Phoneによる IPv6のサポート：7906G、7911G、7931G、
7942G、7945G、7962G、7965G、および 7975G。

• IPv6アドレスを発行できるDHCPv6サーバおよびホスト名を IPv6アドレスに解決できるDNS
サーバ。Cisco Network Registrar（CNR）6.2の使用を検討してください。

必要な場合は、Cisco IOSルータまたはスイッチを DHCPv6サーバとして設定できます。た
とえば、12.2(46)SE（以降）を実行する Cisco Catalyst 3560シリーズスイッチまたは Cisco
Catalyst 3750シリーズスイッチをDHCPv6サーバとして設定できます。このルータまたはス
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イッチを設定する前に、ルータまたはスイッチが IPv6および DHCPv6サポートに必要なシ
スコのベンダー固有 DHCPv6情報オプションをサポートするかどうかを確認します。

• Cisco Unified Communications Manager 8.5(1)と互換性があり、ゲートウェイおよび Cisco IOS
MTPにインストールおよび設定されている Cisco IOSリリース。

Cisco Feature Navigatorを使用すると、特定のソフトウェアリリース、機能セット、およびプ
ラットフォームをサポートするCisco IOSおよびCatalyst OSソフトウェアイメージを判別でき
ます。 Cisco Feature Navigatorにアクセスするには、http://www.cisco.com/go/cfnに移
動します。

Cisco Feature Navigatorへのアクセスには、Cisco.comのアカウントは必要ありません。

ヒント

インタラクションおよび制限事項
一部のCiscoUnifiedCommunicationsManager機能は、[IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]
が [IPv6のみ(IPv6 Only)]のデバイスでは動作しません。デバイスに対して [IPv6のみ(IPv6 Only)]
を設定する前に、IPv6での Cisco Unified Communications Manager機能のインタラクションおよび
制限事項を記載した次のセクションを確認してください。

Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで IPv6を有効にし、Enable IPv6エン
タープライズパラメータを [True]に設定する必要があります。これらの作業の両方を実行し
ない場合、CiscoCallManagerサービスは IPv4で実行され、[IPアドレッシングモード(IPAddressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]に設定された電話機は Cisco Unified Communications Managerに
登録できません。これらの作業を実行した後、サーバを再起動してください。 IPv6について
作業を実行する順序については、IPv6の設定, （2ページ）を参照してください。

注意

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release 8.5(1)へのアップグレードを実
行する前に、IPv6用の DNSサーバをプロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)を
アップグレードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager DNSレコードを設定
してください。 Release 8.5(1)にアップグレードする前に Cisco Unified Communications Manager
のDNSレコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、リブート後システムが機
能しなくなる原因となります。

注意

アナンシエータ

アナンシエータは IPv4をサポートします。[IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]が [IPv6
のみ(IPv6Only)]のデバイスにアナンシエータが接続すると、CiscoUnifiedCommunicationsManager
は IPv4を IPv6へ変換できるMTPを挿入します。 IPアドレスバージョンを変換できるMTPを使
用できない場合、電話機でアナウンスは再生されません。
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一括管理ツール

BulkAdministrationTool（BAT）による IPv6のサポートについては、『CiscoUnifiedCommunications
Manager Bulk Administrationガイド』を参照してください。

呼詳細レコード

コールに IPv6が使用される場合、呼詳細レコード（CDR）に IPv6アドレスを表示できます。CDR
の詳細については、『CiscoUnifiedCommunicationsManager Call Detail RecordsAdministrationGuide』
を参照してください。

Cisco Certificate Authority Proxy Function

IPv6でのCiscoCertificateAuthority Proxy Functionの機能については、『CiscoUnified Communications
Managerセキュリティガイド』を参照してください。

Cisco Extension Mobility

Cisco Extension Mobilityでは IPv4がサポートされるため、[IPアドレッシングモード(IP Addressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機は Cisco Extension Mobilityで使用できません。その電話
機でCiscoExtensionMobilityを使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード(IPAddressing
Mode)]を [IPv4のみ(IPv4 Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]に設定します。

Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reporting

Cisco Unified Communications Manager CDR Analysis and Reportingについては、『Cisco Unified
Communications Manager CDR Analysis and Reporting Administration Guide』を参照してください。

Cisco Unified Communications Operating System

IPv6の設定, （2ページ）および [イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)]ウィンドウでの IPv6 CLIコ
マンドの実行および IPv6の設定, （24ページ）を参照してください。

Cisco Unified サービスアビリティ

ネットワークでの設定に応じて、IPv4アドレスを報告するアラームが IPv6アドレスも報告する場
合があります。 Cisco Unifiedサービスアビリティでのアラームの設定方法およびアラーム定義の
表示方法については、『Cisco Unified Serviceability Administration Guide』を参照してください。

CISCO-CCM-MIBには IPv6アドレスや設定などのためのカラムおよびストレージが含まれていま
すが、SNMPは IPv4をサポートします。

Cisco Unity Connectionおよび Cisco Unity

CiscoUnity ConnectionおよびCiscoUnityは、IPv4を使用してCiscoUnified CommunicationsManager
と通信します。

Cisco Unified Communications Manager Assistant

Cisco Unified Communications Manager Assistantでは IPv6がサポートされないため、[IPアドレッシ
ングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機は Cisco Unified Communications
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Manager Assistantで使用できません。その電話機で Cisco Unified CommunicationsManager Assistant
を使用する場合は、その電話機の [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]を [IPv4のみ(IPv4
Only)]または [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]に設定します。

リアルタイム監視ツール

リアルタイム監視ツール（RTMT）では、IPv6アドレスを使用する CTIアプリケーション、CTI
デバイス、および CTI回線を監視できます。 CTIアプリケーション、CTIデバイス、または CTI
回線を検索するときは、IPv6アドレスを入力し、属性ウィンドウで [AppIpv6Addr]チェックボッ
クスをオンにします。

また、IPv6アドレスを使用する電話機または SIPトランクでデバイス検索を実行できます。
[CallManager] > [Device Search] > [Open Device Search] > [Phones]（または [SIP Trunks]を選択すると
きは、IPv6アドレスを指定し、属性ウィンドウで [Ipv6Address]チェックボックスをオンにしま
す。

ネットワークでの設定に応じて、ログファイルには IPv4アドレスおよび IPv6アドレスが表示さ
れます。

RTMTでは、IP6オブジェクトに対してパフォーマンスモニタリングカウンタが表示されます。

Cisco WebDialer

Cisco WebDialerは IPv4をサポートします。したがって、CTI Managerに接続するために、Cisco
WebDialerは IPv4アドレスを使用します。 Cisco WebDialerは、[IPアドレッシングモード(IP
Addressing Mode)]が [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]のデバイスで動作します。

会議

Cisco Unified Communications Managerは、会議ブリッジが IPv6を使用する場合でも、会議に IPv4
を使用します。会議中、Cisco Unified Communications Managerは、[IPアドレッシングモード(IP
Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]のデバイスごとに IPv4を IPv6に変換できるMTPを 1
つ挿入します。したがって、IPv6を使用する各電話機は会議に参加できます。

MTPデバイスでセキュリティをサポートするには、MTPを passthruモードで設定する必要があり
ます。これは、コール中にMTPがパケットを変換しないことを意味します。MTPをpassthruモー
ドで設定すると、MTPは暗号化されたパケットを 1つのコールレッグで受信し、同じパケットを
別のコールレッグで送信します。セキュアな会議ブリッジと [IPアドレッシングモード(IPAddressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の暗号化されたデバイスによるセキュアな会議のために、会議の
一部のデバイスが IPv4をサポートする場合、Cisco Unified CommunicationsManagerは IPv4を IPv6
（またはその逆）に変換するMTPを会議に挿入します。MTPをpassthruモードで設定した場合、
暗号化された IPv6電話機は SRTPを介して会議ブリッジと通信します。MTPを passthruモードで
設定しない場合、メディアは RTPにダウングレードされます。

デバイスモビリティ

デバイスモビリティでは IPv4アドレスだけがサポートされるため、[IPアドレッシングモード(IP
Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機はデバイスモビリティで使用できません。
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Differentiated Services Control Point（DSCP）

Differentiated Services Control Point（DSCP）の値は、IPv6と IPv4で同じです。

ディザスタリカバリシステム

ディザスタリカバリシステムについては、『Disaster Recovery System Administration Guide』を参
照してください。

H.323 デバイス

H.323クライアント、ゲートウェイ、および H.225クラスタ間トランクは IPv6をサポートしませ
ん。これらのゲートウェイに接続している [IPv6のみ]デバイスと通信するために、Cisco Unified
Communications Managerはコール中に IPv4を IPv6に変換できるMTPを挿入します。

インターコム

インターコムは、[IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv4のみ(IPv4 Only)]または
[IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]の電話機をサポートできます。インターコムコール中に、トークバッ
クモードにより、発信側がインターコムを開始したときに使用されるメディアストリームと同じ

IPバージョンのメディアストリームが確立されます。

モバイルコネクトおよびモバイルボイスアクセス

モバイルコネクトやモバイルボイスアクセスなどのCiscoUnifiedCommunicationsManagerのCisco
Unified Mobility機能は、IPv4をサポートします。コールで、携帯電話が IPv4を使用し、別の電
話機が IPv6を使用している場合、Cisco Unified Communications Managerは IPv4を IPv6に変換で
きるMTPをコールに挿入します。

モニタリングと録音

モニタリングと録音では、電話機はお客様からエージェントへのコールの IPv4メディアストリー
ムを処理でき、一方で録音とモニタリングの IPv6メディアストリームを処理します（またはその
逆）。

保留音

Cisco IP Voice Media Streaming Applicationサービスは IPv4をサポートしています。 Cisco Unified
CommunicationsManagerはマルチキャスト保留音の IPv6をサポートしないため、[IPアドレッシン
グモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]のデバイスはマルチキャスト保留音をサ
ポートできません。この場合、Cisco Unified Communications Managerは電話の保留時に音ではな
くトーンを再生します。ユニキャスト保留音を使用する [IPv6のみ]デバイスの場合、CiscoUnified
Communications Managerは IPv4を IPv6（またはその逆）へ変換できるMTPをメディアストリー
ムに挿入します。

NTP サーバ

互換性、精度、およびネットワークジッタに関する潜在的な問題を回避するには、プライマリ

ノードに指定した外部 NTPサーバが NTP v4（バージョン 4）である必要があります。
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QRT

[IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機のユーザは、電話
機の [品質]ソフトキーを押して音声などの問題を報告できません。また、QRTレポートには、
[IPアドレッシングモード(IP AddressingMode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機のストリーミング
統計情報は含まれていません。

RSVP

コールアドミッション制御メカニズムとして RSVPをネットワークに配置する場合、IPv6は配置
しないでください。 RSVP機能は IPv6をサポートしません。 RSVPコールは IPv4をサポートし
ます。 RSVPがコールに必要であり、コール内のデバイスが IPv6アドレス用に設定されているか
IPv6アドレスを使用する場合、Cisco Unified Communications Managerはコールを拒否し、発信側
はビジートーンを受信します。

SDL

SDL TCP接続は IPv6をサポートしますが、SDLリンクは IPv4をサポートします。 Cisco Unified
Communications Managerの管理ページの [サーバの設定(Server Configuration)]ウィンドウでホスト
名を設定した場合、SDLは IPv4が使用されることを指定するDNSAレコードをクエリーします。
IPアドレスを指定した場合、IPv4アドレスが SDL層に渡されます。

セキュリティ（TLS および SRTP）

IPv6での TLSおよび SRTPの機能については、『Cisco Unified Communications Managerセキュリ
ティガイド』を参照してください。

SIP 電話機および TFTP

SIPを実行する電話機は IPv6アドレスをサポートしません。 SIPを実行する電話機の [IPアドレッ
シングモード(IP Addressing Mode)]として [IPv6のみ(IPv6 Only)]を設定する場合、Cisco TFTPサー
ビスによって [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]設定は上書きされ、設定ファイルで
[IPv4のみ(IPv4 Only)]が使用されます。

T.38 ファクス

T.38ファクスコールが IPv4を使用するか IPv6を使用するかは、Cisco Unified Communications
Managerの設定およびコール内のデバイスの機能によって決まります。コール内のデバイスの 1
つが IPv6を使用し、他のデバイスが IPv4と IPv6を使用できる場合、コールは Cisco Unified
CommunicationsManagerの管理ページのシグナリングおよびメディアのエンタープライズパラメー
タの設定に関係なく、IPv6を使用します。

Cisco Unified Communications Managerは、次のタイプの T.38ファクスコールをサポートします。

• IPv6を使用する SIPから SIPへのコール

• IPv4を使用する SIPから SIPへのコール

• IPv4を使用する SIPから非 SIPへのコール
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• SIPデバイスが IPv6を使用し、非 SIPデバイスが IPv4を使用する SIPから非 SIPへのコール
（IPアドレスバージョンを変換できるMTPを使用）

T.38ファクスコールの途中で、Cisco Unified Communications Managerは IPバージョンタイ
プを変換するMTPを挿入しません。MTPはコール内にすでに存在している必要があります。

転送

CiscoUnifiedCommunicationsManagerの転送コンポーネントは、デバイスの [IPアドレッシングモー
ド(IP Addressing Mode)]および IPアドレスを使用して転送の処理方法を決定します。コールを転
送するときに IP機能が一致しない場合、Cisco Unified Communications Managerは転送できるよう
に IPバージョンを変換できるMTPを割り当てます。

電話機の Web ブラウザ

Cisco Unified IP Phoneでは、Webブラウザの HTTPインターフェイスは IPv4アドレスをサポート
するため、電話機から IPv6アドレスを使用するサーバへのWebアクセスはできません。

ビデオ

Cisco Unified Communications Manager Release 9.0はビデオ IPv6コールをサポートしていません。

• Cisco Unified Video Advantageは IPv6をサポートしていないため、ビデオは常に IPv4を使用
します。

•コールの音声およびビデオ部分は、常に同じ IPタイプを使用する必要があります。Cisco
Unified Video Advantageに関連付けられた IPv6またはデュアルスタックの電話機の場合、ビ
デオは無効になります。

IPv6 のインストールとアクティブ化
Cisco Unified Communications Manager 7.1のインストール後、必要な設定作業を実行すると、ネッ
トワークで IPv6をサポートできます。実行する必要がある設定作業については、IPv6の設定, （
2ページ）を参照してください。

IPv6は、Cisco UnifiedサービスアビリティのCisco CallManagerサービス、CTIManagerサービス、
およびCertificateAuthority Proxy Functionサービスに影響を与えます。CiscoUnified Communications
Managerの管理ページで実行する設定作業に応じて、IPv6の設定後にこれらのサービスを再起動
する必要がある場合があります。

IPv6 の設定
この項では、IPv6を設定するための情報を示します。
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IPv6を設定する前に、この機能の設定タスクの概要を確認してください。ヒント

関連トピック

IPv6の設定, （2ページ）

[イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)] ウィンドウでの IPv6 CLI コマンドの実
行および IPv6 の設定

Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで IPv6を有効にし、Cisco Unified
Communications Managerサーバが IPv6アドレスを取得するようにするには、次の作業のいずれか
を実行する必要があります。

•コマンドラインインターフェイスで IPv6 CLIコマンドを実行する。

• Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムの [イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)]
ウィンドウで IPv6を有効にし、IPv6アドレスを設定する。

Cisco Unified Communications Managerの管理ページで Enable IPv6エンタープライズパラメー
タを [True]に設定する前に、次の手順を実行します。 Cisco Unified Communicationsオペレー
ティングシステムで IPv6を有効にする前にエンタープライズパラメータを [True]に設定する
と、Cisco CallManagerサービスが IPv4で実行され、[IPアドレッシングモード(IP Addressing
Mode)]が [IPv6のみ(IPv6 Only)]の電話機は Cisco Unified Communications Managerに登録できま
せん。

注意

次の表に、イーサネット IPv6設定項目およびグラフィカルユーザインターフェイス（GUI）オプ
ションをサポートする等価の CLIコマンドの説明を示します。

手順

ステップ 1 Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで、[設定(Settings)] > [IP(IP)] > [イーサ
ネットIPv6(Ethernet IPv6)]を選択します。
[イーサネットIPv6の設定(Ethernet IPv6 Configuration)]ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 イーサネットの設定項目を変更するには、適切なフィールドに値を入力します。 [イーサネット
IPv6の設定(Ethernet IPv6Configuration)]ウィンドウのフィールドの説明については、次の表を参照
してください。

ステップ 3 [リブートを使用した更新(Update with Reboot)]チェックボックスをオンにします。このウィンド
ウの IPv6設定項目を有効にするには、サーバをリブートする必要があります。

ステップ 4 [保存(Save)]をクリックします。 [保存(Save)]をクリックすると、サーバはすぐにリブートしま
す。

ステップ 5 クラスタ内の各サーバに対して、この手順を実行します。

表 1：IPv6 の CLI コマンドおよびイーサネット IPv6 の設定項目

説明等価の CLI コマンド[イーサネット
IPv6(Ethernet IPv6)] ウィ
ンドウでの設定項目

これらの設定により、Cisco Unified
Communicationsオペレーティングシ
ステムで IPv6は有効になります。

IPv6を機能させるには、[イー
サネットIPv6(Ethernet IPv6)]
チェックボックスをオンにす

るか、等価の CLIコマンドを
発行する必要があります。こ

の作業は、Enable IPv6エン
タープライズパラメータを

[True]に設定する前に実行す
る必要があります。

注意

set network ipv6 service enable[IPv6を有効化(Enable
IPv6)]チェックボックス
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説明等価の CLI コマンド[イーサネット
IPv6(Ethernet IPv6)] ウィ
ンドウでの設定項目

ステートレスなアドレス自動設定を使

用して Cisco Unified Communications
Managerサーバの非リンクローカル
IPv6アドレスを取得する場合、[ルー
タアドバタイズメント(Router
Advertisement)]オプションボタンをク
リックします。

Cisco Unified Communications Manager
サーバの静的な非リンクローカルIPv6
アドレスを設定しない場合、または

DHCPv6サーバから非リンクローカ
ル IPv6アドレスをサーバに発行しな
い場合に、このオプションボタンを

クリックします。

Cisco Unified Communications Manager
サーバが非リンクローカル IPv6アド
レスを 1つだけ取得するようにしま
す。サーバに複数の IPv6アドレスが
ある場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerは予想どおり
に動作しない場合があります。

Cisco Unified Communications Manager
サーバがステートレスなアドレス自動

設定によってIPv6アドレスを取得し、
さらにサーバに対して設定された静的

な IPv6アドレスもある場合、Cisco
Unified Communications Managerはス
テートレスなアドレス自動設定によっ

て取得されたIPv6アドレスを無視し、
静的なアドレスを使用します。

N/A[ルータアドバタイズメ
ント(Router
Advertisement)]オプショ
ンボタン
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説明等価の CLI コマンド[イーサネット
IPv6(Ethernet IPv6)] ウィ
ンドウでの設定項目

DHCPv6サーバから非リンクローカ
ル IPv6アドレスを Cisco Unified
CommunicationsManagerサーバに発行
する場合、[DHCP(DHCP)]オプション
ボタンをクリックするか、等価のCLI
コマンドを発行します。

Cisco Unified Communications Manager
サーバが非リンクローカル IPv6アド
レスを 1つだけ取得するようにしま
す。サーバに複数の IPv6アドレスが
ある場合、Cisco Unified
CommunicationsManagerは予想どおり
に動作しない場合があります。

set network ipv6 dhcp enable[DHCP(DHCP)]オプショ
ンボタン

これらのイーサネット IPv6設定項目
および等価のCLIコマンドを使用する
と、Cisco Unified Communications
Managerサーバの静的な IPv6アドレ
スを設定できます。

静的な非リンクローカル IPv6アドレ
スの設定は、Cisco Unified
CommunicationsManagerサーバが IPv6
アドレスを DHCPv6サーバから、ま
たはステートレスなアドレス自動設定

によって取得しないことを想定してい

ます。

set network ipv6 static_address
<addr> <mask>

[手動入力(ManualEntry)]
オプションボタン、

[IPv6アドレス(IPv6
Address)]、[サブネット
マスク(Subnet Mask)]

これらの設定を使用すると、Cisco
Unified Communications Managerサー
バの IPv6アドレスを表示できます。

show network ipv6 settings[IPv6アドレス(IPv6
Address)]

Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムでイーサネット IPv6設定項目
を設定するのではなく、表で説明したCLIコマンドを実行する場合、変更を有効にする
にはサーバをリブートする必要があります。 CLIコマンドの実行方法および他の IPv6
CLIコマンドについては、『Command Line Interface Reference Guide for Cisco Unifed
Communications Solutions』を参照してください。

ヒント

CLIを介して IPv6を有効にした場合、[サーバ(Server)] > [サーバの設定(Server
Configuration)]から [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドを入力する必要があります。

（注）
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IPv6 のサービスパラメータとエンタープライズパラメータの設定
次の表に、IPv6に関して設定できるエンタープライズパラメータとサービスパラメータの説明を
示します。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページでエンタープライズパラメータを
設定するには、[システム(System)] > [エンタープライズパラメータ(Enterprise Parameters)]を選択
します。 Cisco Unified Communications Managerの管理ページでサービスパラメータを設定するに
は、[システム(System)] > [サービスパラメータ(Service Parameters)]を選択します。

エンタープライズパラメータを設定する手順については、『Cisco Unified Communications
Managerアドミニストレーションガイド』を参照してください。サービスパラメータを設定
する手順については、『Cisco Unified Communications Managerアドミニストレーションガイ
ド』を参照してください。

ヒント

表 2：IPv6 のエンタープライズパラメータとサービスパラメータ

説明パラメータ

このエンタープライズパラメータでは、Cisco Unified Communications
Managerが IPv6を使用してコールをネゴシエートできるかどうか、および
電話機が IPv6アドレスをアドバタイズできるかどうかが指定されます。
このパラメータを [True]に設定する前に、クラスタ内のすべてのサーバの
Cisco Unified Communicationsオペレーティングシステムで IPv6を有効に
しておきます。

このパラメータを [True]に設定すると、Cisco CallManagerサービスはデュ
アルスタックモードで実行されます。これは、IPv6をサポートするデバ
イスと通信するために必要です。

デフォルト値は [False]であり、Cisco Unified Communications Managerは
IPv6を使用してコールをネゴシエートできず、電話機は IPv6アドレスを
アドバタイズできません。

このエンタープライズパラメータを更新した後、CiscoUnifiedサービスア
ビリティで Cisco CallManager、CTIManager、および Certificate Authority
Proxy Functionサービスを再起動します。

Enable IPv6

デュアルスタックデバイスだけに適用されるこのエンタープライズパラ

メータでは、コールの各デバイスから IPv4アドレスと IPv6アドレスの両
方が使用可能な場合にCisco Unified CommunicationsManagerがメディアイ
ベントに使用するアドレッシングモードが指定されます。デフォルト値

は [Prefer IPv4]です。

IP Addressing Mode
Preference for Media
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説明パラメータ

デュアルスタックデバイスだけに適用されるこのエンタープライズパラ

メータでは、シグナリングイベントに対してデュアルスタック電話機が

Cisco Unified Communications Managerに接続する方法、およびシグナリン
グイベントに対してデュアルスタック SIPトランクがピアデバイスに接
続する方法が指定されます。

デフォルト値は [Prefer IPv4]です。

IP Addressing Mode
Preference for
Signaling

このパラメータでは、電話機がステートレスな自動設定によってアドレス

を取得できるかどうかが指定されます。有効な値は、[On]（電話機はルー
タの設定に応じてルータアドバタイズメントによって指定されたアドレス

（ステートレスまたはステートフル）を取得）または [Off]（電話機は常に
DHCPv6を使用して IPv6アドレスを取得）です。

Allow
Auto-Configuration for
Phones

CiscoCallManagerサービスをサポートするこのサービスパラメータでは、
Cisco Unified Communications Managerがロケーションベースのコールアド
ミッション制御（CAC）機能の一部としてコールカウントを使用するかど
うかが指定されます。コールカウントでは、コーデックまたはメディア

ペイロードや各コールに使用されるインターネットプロトコルバージョ

ン（IPv6または IPv4）に関係なく、コールごとの帯域幅の予約および調整
に固定値の帯域幅が使用されます。コールの実際の帯域幅に関係なくコー

ルごとに固定値の帯域幅が予約されるため、コールカウントによって帯域

幅がオーバーサブスクライブまたはアンダーサブスクライブされる可能性

があります。ネットワークでコールカウント機能が必要でないかぎり、

このパラメータはデフォルト値の [False]（無効）に設定しておくことをお
勧めします。 CACのコールカウントを有効にするには、このパラメータ
で [True]を選択します。CACのコールカウントを無効にするには、[False]
を選択します。

このサービスパラメータは IPv4および IPv6コールに適用されます。

Call Counting CAC
Enabled

CiscoCallManagerサービスをサポートするこのサービスパラメータでは、
Call Counting CAC Enabledパラメータを [True]に設定した後、音声コール
について使用可能な帯域幅から差し引かれる帯域幅の量が指定されます。

音声コールごとに、コールで実際に使用される帯域幅に関係なく、この

フィールドに入力した帯域幅の量が差し引かれます。

このサービスパラメータは IPv4および IPv6コールに適用されます。

Audio Bandwidth For
Call Counting CAC
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説明パラメータ

CiscoCallManagerサービスをサポートするこのサービスパラメータでは、
Call Counting CAC Enabledパラメータを [True]に設定した後、ビデオコー
ルについて使用可能な帯域幅から差し引かれる帯域幅の単位が指定されま

す。ビデオコールごとに、実際の帯域幅使用を反映するのに必要な単位

数が、使用可能な帯域幅から差し引かれます。たとえば、このパラメータ

で帯域幅単位として 512 kb/sを指定し、ビデオコールが 384 kb/sを使用す
る場合、1単位（512 kb/s）が使用可能な帯域幅から差し引かれます。同
様に、このパラメータで 512 kb/sを指定し、ビデオコールが 768 kb/sをネ
ゴシエートした場合、2単位の帯域幅（1064 kb/s）が使用可能な帯域幅か
ら差し引かれます。

このサービスパラメータは IPv4および IPv6コールに適用されます。

Video Bandwidth For
Call Counting CAC

Cisco TFTPサービスをサポートするこれらのサービスパラメータを使用
すると、代替シスコファイルサーバ（別のクラスタにあるTFTPサーバ）
を設定できます。これらのパラメータは、IPv4または IPv6アドレス、ま
たは IPアドレスに解決されるホスト名をサポートし、プライマリファイ
ルサーバと代替ファイルサーバ間で通信するために TFTPが使用する IP
スタックを決定します。代替ファイルサーバでデュアルスタックモード

がサポートされ、これらのパラメータフィールドで同じサーバに対して

IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方を設定する場合は、両方の IPアドレ
スをフィールドごとに 1つずつ追加する必要があります。TFTPサーバで
は、設定した順序で各アドレスが試行されます。

Alternate Cisco File
Server

Unified CM の管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目へのアクセス
次の表に、Cisco Unified Communications Managerの管理ページの IPv6および IPv4設定項目を示し
ます。ただし、IPv6のサービスパラメータとエンタープライズパラメータの設定, （28ページ）
で説明されている IPv6サービスパラメータおよびエンタープライズパラメータは除きます。次
の表の一部の IPv6設定項目については、IPv4の等価の設定項目が Cisco Unified Communications
Managerの管理ページに表示されます。たとえば、SIPの [トランクの設定(Trunk Configuration)]
ウィンドウでは、ネットワークでの IPサポートに応じて、[接続先アドレスIPv6(DestinationAddress
IPv6)]または [接続先アドレス(Destination Address)]あるいは両方の設定項目を設定できます。

説明設定項目

[システム(System)] > [サーバ(Server)]
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説明設定項目

このフィールドは IPv4をサポートします。 IPv4アドレスにマッピング
できる DNSがネットワークで使用されている場合、Cisco Unified
Communications Managerサーバのホスト名を入力できます。使用されて
いない場合、サーバの完全な IPv4アドレスを入力する必要があります。

ネットワークで IPv6（または IPv4と IPv6）がサポートされて
いる場合、[ホスト名/IPアドレス(Host Name/IP Address)]フィー
ルドに加えて [IPv6名(IPv6 Name)]フィールドを設定します。

ヒント

[ホスト名/IPアドレス
(Host Name/IP
Address)]

このフィールドは IPv6をサポートします。 IPv6アドレスにマッピング
できる DNSがネットワークで使用されている場合、Cisco Unified
Communications Managerサーバのホスト名を入力できます。使用されて
いない場合、CiscoUnifiedCommunicationsManagerサーバの非リンクロー
カル IPアドレスを入力します。

SCCPを実行する電話機は、TFTP設定ファイルに含まれているこのフィー
ルドを使用して Cisco Unified Communications Managerサーバの IPv6アド
レスを取得し、その結果、電話機の登録が行われます。

Cisco Unified Communications Manager Release 7.0(x)から Release
8.5(1)にアップグレードする前に、IPv6用の DNSサーバをプ
ロビジョニングできます。ただし、Release 8.5(1)をアップグ
レードしてから、IPv6の Cisco Unified Communications Manager
DNSレコードを設定してください。 Release 8.5(1)にアップグ
レードする前に Cisco Unified Communications Managerの DNS
レコードを IPv6用に設定すると、アップグレードが失敗し、
リブート後システムが機能しなくなる原因となります。

ヒント

[IPv6名(IPv6 Name)]フィールドの設定に加えて、[ホスト名/IP
アドレス(Host Name/IP Address)]フィールドも設定する必要が
あります。そうすることで、Cisco Unified Communications
Managerは IPv4（または IPv4と IPv6）を使用する機能および
デバイスをサポートできます。

ヒント

[IPv6名(IPv6 Name)]

[コールルーティング(Call Routing)] > [SIPルートパターン(SIP Route Pattern)]

ドメイン、サブドメイン、IPv4アドレス、または IPサブネットワーク
アドレスを入力します。

IPサブネットワークアドレスについては、クラスレスドメイ
ン間ルーティング（CIDR）表記で、X.X.X.X/Yと入力します。
Yは、ネットワークアドレスとなるアドレスのビット数を示す
ネットワークプレフィックスです。

ヒント

SIPトランクが IPv6または IPv4と IPv6の両方（デュアルス
タックモード）をサポートする場合、[IPv4パターン(IPv4
Pattern)]に加えて [IPv6パターン(IPv6 Pattern)]を設定します。

ヒント

[IPv4パターン(IPv4
Pattern)]
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説明設定項目

CiscoUnifiedCommunicationsManagerはSIPルートパターンを使用して、
内部コールと外部コールの両方をルーティングまたはブロックします。

このフィールドの IPv6アドレスは、内部コールと外部コールを IPv6を
サポートする SIPトランクにルーティングするための基礎となります。

SIPトランクが IPv4と IPv6の両方をサポートする場合、[IPv6
パターン(IPv6 Pattern)]に加えて [IPv4パターン(IPv4 Pattern)]を
設定します。

ヒント

[IPv6パターン(IPv6
Pattern)]

[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [共通デバイス設定(Common Device
Configuration)]
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説明設定項目

デバイス（SIPトランクまたは SCCPを使用する電話機）が Cisco Unified
Communications Managerに接続するために使用する IPアドレスのバー
ジョンを選択します。ドロップダウンリストボックスから、次のオプ

ションのいずれかを選択します。

• [IPv4のみ(IPv4 Only)]：メディアイベントとシグナリングイベント
の両方について、デバイスは IPv4アドレスを使用して Cisco Unified
CommunicationsManagerに接続します。デバイスで IPv4アドレスを
使用できない場合、コールは失敗します。

このオプションを選択した場合、電話機は IPv6アドレスを解放しま
す。このオプションを選択した場合、SIPトランクは IPv4アドレス
を使用してピアデバイスに接続します。

• [IPv6のみ(IPv6 Only)]：メディアイベントとシグナリングイベント
の両方について、デバイスは IPv6アドレスを使用して Cisco Unified
CommunicationsManagerに接続します。デバイスで IPv6アドレスを
使用できない場合、コールは失敗します。

このオプションを選択した場合、電話機は IPv4アドレスを解放しま
す。このオプションを選択した場合、SIPトランクは IPv6アドレス
を使用してピアデバイスに接続します。

SIPを実行する電話機は IPv6をサポートしないため、これらの電話
機についてはこのオプションを選択しないでください。 SIPを実行
する電話機の [IPアドレッシングモード(IP Addressing Mode)]として
[IPv6のみ(IPv6 Only)]を設定した場合、Cisco TFTPサービスによっ
て [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]設定は上書きされ、
設定ファイルで [IPv4のみ(IPv4 Only)]が使用されます。

• [IPv4とIPv6(IPv4 and IPv6)]（デフォルト）：IPv4アドレスと IPv6ア
ドレスの両方を持つことができるデュアルスタックデバイスに対し

て、このオプションを選択します。メディアイベントとシグナリン

グイベントの両方について、デュアルスタックデバイスは IPv4ア
ドレスまたは IPv6アドレスを使用してCisco Unified Communications
Managerに接続します。
デバイスで（両方のタイプの IPアドレスではなく）IPv4または IPv6
だけが使用可能な場合、デバイスは使用可能な IPアドレスを使用し
てコールをネゴシエートします。デバイスがメディアイベントとシ

グナリングイベントの両方について両方の IPアドレスタイプを持
つ場合、Cisco Unified Communications Managerは、シグナリングイ
ベントに対して [シグナリング用のIPアドレッシングモード設定(IP
Addressing Mode Preference for Signaling)]設定項目の設定を使用し、
メディアイベントに対して IP Addressing Mode Preference for Media
エンタープライズパラメータを使用します。

[IPアドレッシング
モード(IP Addressing
Mode)]
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説明設定項目

IPv4アドレスと IPv6アドレスの両方をサポートするデュアルスタック電
話機の場合、シグナリングイベント中に電話機が Cisco Unified
Communications Managerへの接続を確立するために使用する IPアドレス
のバージョンを選択します。デュアルスタック SIPトランクの場合、シ
グナリングイベントに対して SIPトランクがピアデバイスに接続するた
めに使用する IPアドレスのバージョンを選択します。

ドロップダウンリストボックスから、次のオプションのいずれかを選択

します。

• [IPv4]：デュアルスタックデバイスは、シグナリングイベント中に
IPv4アドレスで接続を確立します。

• [IPv6]：デュアルスタックデバイスは、シグナリングイベント中に
IPv6アドレスで接続を確立します。

• [システムデフォルトの使用(Use SystemDefault)]：エンタープライズ
パラメータ IP Addressing Mode Preference for Signalingの設定が適用
されます。

[シグナリング用のIP
アドレッシングモー

ド設定(IP Addressing
Mode Preference for
Signaling)]

このドロップダウンリストボックスは、SCCPを実行するデュアルスタッ
ク Cisco Unified IP Phoneの IPv6をサポートします。ドロップダウンリ
ストボックスから、次のオプションのいずれかを選択します。

• [オン(On)]：ルータでステートレスなアドレス自動設定によってM
ビットがどのように設定されるかに応じて、電話機はルータアドバ

タイズメント（RA）でアドバタイズされる IPv6ネットワーク IDを
使用して IPv6アドレスを自動設定できます。
Cisco Unified Communications Managerに登録するには、電話機に
TFTPサーバアドレスも必要です。 TFTPサーバアドレスは、電話
機のインターフェイスを介して手動で設定するか、DHCPv6サーバ
から取得できます。

他の情報を取得するために DHCPv6サーバを使用する必
要があることを電話機に指示するには、ルータでステート

レスなアドレス自動設定によって Oビットが設定される
ようにします。

ヒント

• [オフ(Off)]：電話機は、IPv6アドレスおよび TFTPサーバアドレス
を DHCPv6サーバから取得します。

• [デフォルト(Default)]：Allow Auto-Configuration for Phonesエンター
プライズパラメータの設定を使用するには、このオプションを選択

します。

CiscoUnifiedCommunicationsManagerはこの設定を使用しませんが、電話
機が取得する TFTPファイルにこの情報が含まれています。

[電話の自動設定を許
可(Allow
Auto-Configuration for
Phones)]

   Cisco Unified Communications Manager 機能およびサービスガイドリリース 9.1(1)
34

インターネットプロトコルバージョン 6（IPv6）
Unified CM の管理ページの IPv6 および IPv4 設定項目へのアクセス



説明設定項目

[デバイス(Device)] > [SIPトランク(SIP Trunk)]

IPv4をサポートする [接続先アドレス(Destination Address)]は、このトラ
ンクが通信するリモート SIPピアを表します。このフィールドで許可さ
れる値は、有効な V4ドット付き IPアドレス、完全修飾ドメイン名
（FQDN）、または [接続先アドレスはSRV(Destination Address is an SRV)]
フィールドがオンの場合は DNS SRVレコードだけです。

SIPトランクは、設定された [接続先アドレス(DestinationAddress)]および
このトランクに関連付けられた [SIPトランクセキュリティプロファイル
(SIP Trunk Security Profile)]で指定された着信ポートだけから着信要求を
受け入れます。

リモートエンドが Cisco Unified Communications Managerクラスタである
場合は、このフィールドでDNSSRVを選択することを推奨します。DNS
SRVレコードには、クラスタ内のすべての Cisco Unified Communications
Managerが含まれている必要があります。

IPv6または IPv6と IPv4（デュアルスタックモード）をサポー
トできる SIPトランクの場合、[接続先アドレス(Destination
Address)]フィールドに加えて [接続先アドレスIPv6(Destination
Address IPv6)]フィールドを設定します。

ヒント

[接続先アドレス
(Destination Address)]
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説明設定項目

[接続先アドレスIPv6(DestinationAddress IPv6)]は、このトランクが通信す
るリモート SIPピアを表します。次の値のいずれかをフィールドに入力
します。

•有効な IPv6アドレス（グローバルユニキャストアドレス、一意の
ローカルアドレス、またはホスト名）

•完全修飾ドメイン名（FQDN）

• DNS SRVレコード（ただし、[接続先アドレスはSRV(Destination
Address is an SRV)]チェックボックスをオンにした場合だけ）

SIPトランクは、設定された [接続先アドレスIPv6(DestinationAddress IPv6)]
およびこのトランクに関連付けられた [SIPトランクセキュリティプロファ
イル(SIP Trunk Security Profile)]で指定された着信ポートだけから着信要
求を受け入れます。

リモートエンドが Cisco Unified Communications Managerクラスタである
場合、このフィールドにDNSSRVレコードを入力することを検討してく
ださい。 DNS SRVレコードには、クラスタ内のすべての Cisco Unified
Communications Managerが含まれている必要があります。

デュアルスタックモードで実行される SIPトランクまたは [IP
アドレッシングモード(IP Addressing Mode)]が [IPv6のみ(IPv6
Only)]をサポートする SIPトランクの場合、このフィールドを
設定します。SIPトランクがデュアルスタックモードで実行さ
れる場合、[接続先アドレス(Destination Address)]フィールドも
設定する必要があります。

ヒント

[接続先アドレス
IPv6(Destination
Address IPv6)]

[デバイス(Device)] > [デバイスの設定(Device Settings)] > [SIPプロファイル(SIP Profile)]
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説明設定項目

このオプションを選択すると、デュアルスタック SIPトランクで IPv4と
IPv6の両方のメディアを提供できるようになります。

[ANATを有効化(EnableANAT)]チェックボックスと [メディアターミネー
ションポイントが必須(Media Termination Point Required)]チェックボック
スの両方をオンにすると、CiscoUnifiedCommunicationsManagerはデュア
ルスタックMTPを挿入し、2つのM回線（IPv4用と IPv6用）を持つオ
ファーを送信します。デュアルスタックのMTPを割り当てられない場
合、Cisco Unified Communications Managerは SDPなしで INVITEを送信
します。

[ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスがオンで、[メディア
ターミネーションポイントが必須(MediaTerminationPointRequired)]チェッ
クボックスがオフの場合、Cisco Unified Communications Managerは SDP
なしで INVITEを送信します。

[ANATを有効化(EnableANAT)]チェックボックスと [メディアターミネー
ションポイントが必須(Media Termination Point Required)]チェックボック
スの両方がオフの場合（または、MTPを割り当てることができない場
合）、Cisco Unified Communications Managerは SDPのない INVITEを送
信します。

[ANATを有効化(Enable ANAT)]チェックボックスをオフにするが、[メ
ディアターミネーションポイントが必須(MediaTerminationPointRequired)]
チェックボックスをオンにする場合は、次の情報を考慮してください。

ここでは、MTPを割り当てることができると想定しています。

• [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]が [IPv4のみ(IPv4Only)]
の SIPトランクの場合、CiscoUnified CommunicationsManagerは SDP
で IPv4アドレスを送信します。

• [IPアドレッシングモード(IPAddressingMode)]が [IPv6のみ(IPv6Only)]
の SIPトランクの場合、CiscoUnified CommunicationsManagerは SDP
で IPv6アドレスを送信します。

•デュアルスタックSIPトランクの場合、CiscoUnifiedCommunications
Managerは、IP Addressing Mode Preference for Mediaエンタープライ
ズパラメータの設定に基づいて SDPで送信する IPアドレスのタイ
プを決定します。

[ANATを有効化
(Enable ANAT)]

関連トピック

[イーサネットIPv6(Ethernet IPv6)]ウィンドウでの IPv6 CLIコマンドの実行および IPv6の設定,
（24ページ）
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ユーザへの情報提供
IPv6のメニューオプションが電話機に表示されますが、電話機の（エンド）ユーザに対する特別
な考慮事項はありません。ただし、ネットワークで IPアドレスサポートを適切に設定しないと、
電話機でコールを発信または応答しようとするときにユーザがビジートーンや沈黙時間などを受

信する場合があります。

電話機での IPv6の使用の詳細については、ご使用の電話機モデルおよびこのバージョンの
Cisco Unified Communications Managerをサポートする『Cisco Unified IP Phone Administration
Guide』を参照してください。

ヒント

IPv6 のトラブルシューティング
IPv6のトラブルシューティングについては、『CiscoUnifiedCommunicationsManager Troubleshooting
Guide』を参照してください。
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